
　（様式３） 事業所名　グループホームさど

目標達成計画 作成日：　平成　２３　年　９　月　１９　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
Ⅰ
４
（３）

運営推進会議を定期的に行えていない。 年内に一度開催し、その後は定期的に行っ
ていく。

ようやく地域包括支援センターの職員の出席を
お願いできるようになったので、年内に一度開
催するべく日程調整する。

２ヶ月

2
Ⅲ
２６
（１０）

もともと家族介護者がいない方を積極的に受け
入れてきたので、家族などの事業所外部の関係
者の介護計画作成時の協力が得られていな
い。

佐渡市内に在住している家族など関係者へ
の働きかけをおこない、一件でも介護計画作
成に関わってもらう。

佐渡市内に在住している家族にカンファレンス
への参加を働きかける。

３ヶ月

3
Ⅰ
１０
（６）

利用者の状態はその都度細かく連絡している
が、日常の暮らしぶりなどは随時していて、定期
的に連絡してはいなかった。

定期的に日常の暮らしぶりについても連絡
し、グループホームでの生活を知ってもらえ
るよう働きかける。

定期で連絡しているお小遣い報告書と一緒に、
広報誌や手紙・写真などを郵送する。

１ヶ月

4

Ⅲ
３４
（１２
－２）

ＡＥＤ設置時に消防署がおこなっている救急救
命講習を受講し、職員全員に終了証を取得して
もらっている。
新規や中途採用の職員にも受講してもらってい
るが、定期的な訓練はおこなっていない。

簡単な応急手当や急変時の対応などを訓練
する場を設ける。

軽微な受傷の応急処置や急変時の対応などの
内部研修を企画し実施する。

６ヶ月

5
Ⅲ
３５
（１３）

火災を想定した防災訓練は定期的におこなって
いるが、地震や水害の訓練はおこなっていな
い。
また、隣接する消防署との協力体制ができてい
るので、地域の協力を得るにはいたっていな
い。

防災に関して地域との協力体制を築く。 まずは地域の防災訓練に職員が参加するところ
から防災に関しても地域との関わりをもつよう努
める。 １２ヶ月

6
Ⅳ
４９
（１８）

外出の希望はその都度できうる限り対応してい
るが、地域の方の協力は得られていない。

利用者の外出支援を地域の方の手に委ねる
訳にはいかないが、職員とボランティアなど
が協力して外出支援することを検討したい。

まずは、行事などで外出する際にボランティア
の協力が得られないか働きかける。

１２ヶ月

7
Ⅰ
２
（２）

地域にボランティアの文化が根付いていない。
そのため、慰問などのボランティアの協力は得ら
れているが、それ以上にはいたっていない。

事業所行事に来て頂く機会を作り、関わりを
もつよう努める。

併設のデイサービスとの合同で秋祭りを企画し
ているので、今年度は地域への情報発信を積
極的におこない一人でも多くの方に足を運んで
もらえるよう工夫する。

達成

【目標達成計画】　


